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⑬ 
在	 議東京都品川底荏議� 2-4-41 

毒事
9	 : 1924年


途:講堂、教室、事務室、


組事長・学長議、開架設摩

有者:学校法人足薬軒大学f}す 

g 言十 若干:アントニン・レ…モンド

g 撞工者:読本建設側

g 維持管理者:学校法人
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13年)竣工時i之、患内ブ}ルを持つ、アメリカンスタイルの蹴を持つ納付交の校舎であっ
g 第二次大戦後はアメリカ� GHQの施設として…持活用されていた。星薬科大学に返されて以降、
g 今� lHこいたるまで碍立にわたる改修を経て、� 80年近くが過ぎている。� i欝震論強を主目的iこ100
g 年持つ建物への廷命を命題とし、改拶計画が実態されている。

s 時誌のニーズに応じて、主に設備の更新の際に主主じた各議配管や、屋外機など外観に大きく
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g 
学校法人 思薬科大学 本館雲� 

所

竣

吊	 

議 墨薬科大学創立者である猿」氏がアメリカ留学"を学んだ、コロンピア大学のローホールを摸し

て創られたといわれる本館である。設計はアントニン・レ…モンドで、 帝閏ホテルの設計を終J

1924えたのち、フランク・ロイド・ライトから議立して最初に設計した建物である。 年(大正
g 

g を予える要素を今岡改修で排除し、建物が汚れにくくなるディテールの改良(本場り金物

議� など)を行い、創立当時の面影の復元を計っている。

8 建物が持つ平UIIの持数合活かしつつ、耐震壁をメインホールの間関蕗下、水姐りなどに配し、
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警� 外壌に設けず、� i原設計の外観を確保しながら、耐震補強が行われている。

設f詩的な改修計画には、見え掛りに十分配慮し、しかも環境・機能の改善を閲った議躍はよ

く読み取れる。特にメインホ… }v~土、建設当時、余り艶慮されていなかった音響・照明・空調

の質を高め、意旺的にデイテ}ルにこだむった末端処理をしており、古典的な美しさを再現し

g たものと評価できる。

g また、屋� 1こに設関された、議器類・盤類も、外観に大きな影響を与えないよう、 さを揃え、� 

g 配童に工夫を加えており、メンテナンスの若手易性も確保されている。

雲� ただ、今罷の設修計隔に含まれていない議議用配管・常気の動力用配純が、隷思慮lこ、外壁

g されているのは、大変残金である。維持・保全についても、一工夫必要でゐろう。極

議� めて、限られたコストで必要会機能を盛り込んでの努力は十分窺える。

g また、古き中にも現代的な'決i醗性を確接するために明るく安らぎのある梗所では、花台のあ

g るアイランド型読顔合を設け、� j膏擦でやわらかな空需づくりもされている。
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